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はじめに
琉球方言は日本語の中にあって本土方言とは異なる特徴をもっている言語である。その特異性を
生み出した要因として，島喚という地理的条件をあげることができる。すなわち南海の島喚には本
土におこった時代ごとの言語変動の影響がそのまま伝播していかなかったために，本土における歴
史的な言語変化の波からはずれてしまった面をもっている。たとえば，本土では，はやくIこ失われ
たハ行Ｐ音や，室町末期に起った活用語の連体形と終止形の同化作用という大変動や，係り結び法
の消失など，これらは，中央語における歴史的な言語変化の現象としてあげることができるが，こ
の現象は，本土のあらゆる方言をまき込んでいった。ところが琉球方言では本士のように中央語の
歴史的な言語変化の波をかぶらずに，これらの古形をいまだにとどめ，あわせて多くの古語もよく
保存していて，その特異性をあらわしている。
古い相もさることながら，いま一つは，島喚という条件によって，琉球方言の内部において新し
い個別の言語変化が深化していったためにその特異性をさらに深めていっていることである。無気
喉頭化音と有気非喉頭化音との対立，宮古方言のｆ，ｖの発生などがそれである。
このように古い相と新しい相をもつ琉球方言は，奄美，沖繩，宮古，八重山，与那国の諸方言の
特徴を生み出し，これらはさらに小方言に分化し，島ごと，集落ごとの方言にまで細分されている
のである。これらは，あたかも日本語の変化の可能な限りの方向性を示しているかのようでもある。
このような小方言を生んだ琉球方言の諸変化は，本土方言では観察できない多くの言語現象の観察
を可能にしてくれる。これらの現象を比較検討することによって，琉球方言の変化過程をあとづけ
ることが可能であり，ひいては日本語の変化過程の全体像をえがくことも可能となるだろう。その
ための現存する諸方言の資料を整えることが急がれる。
日本語の－分枝として存在している琉球方言は，いま，試練の時機に直面している。すなわち，
交通機関の発達によって島喚という条件は克服されつつあり，また，マスコミの発達によって琉球
方言の特異性も失われつつある。これは，工業化・`情報化社会における必然的な趨勢とはいえ，大
いなる文化遺産の消失を意味するものであり，文化的に貴重な資料が失われることになる。
このような状況にあって，法政大学沖繩文化研究所では，琉球方言の実態をできるだけ広範囲に
わたって収集し，少しでも多くの言語資料を後世に残していくことを責務の一つと考えるものであ
る。
琉球方言の資料を収集するにあたって，次のような計画を立てた。
（１）奄美諸島から与那国島にいたる南島全域の言語実態を，地理的にも，言語的にも，できるだ
け広範囲にわたって記述する。
（２）調査は，年に－地点に限定し，その地点の言語現象をできるだけ多く記述し，年々その成果
を積み重ねていき，ある時期にこれらを集大成する。
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(3)調査では，臨地してその方言を簡略音声記号で表記収集し，できるだけ分析しない生の言語
資料を得るようにする。
(4)調査は，外間守善・屋比久浩・中本正智・内間直仁・野原三義・加治工真市の所員・研究員
および任意による参加者が適宜担当する。多くの方の参加を歓迎する。
(5)１年ごとの調査結果をまとめる。
沖永良部島の方言は基礎が奄美と同じであるが，多分に沖繩の影響を受けている。たとえば,動
詞の終止形はカキヲリ系が衰退し，カキヲム系がさかんに使われている。他の奄美地域では，この
両形が同じ比重で併用されていることを考えると大きなちがいである。これは，おそらく沖繩の影
響を受けたために起った現象であろう。
沖永良部島国頭では、i：（荷）とｎｌｘ（根）が区別を保っている。奄美大島のイ段とエ段の区別
に相当するちがいである。このようにイ段とエ段との区別を保っているのは，基層が奄美方言とつ
ながっていることをよくあらわしている。ただし，この区別も，現在の若年層では失われつつある。
沖永良部島の方言は奄美の沖繩の中間地域として，両方言につながる特色をもっている。
今回の報告に用いる資料は,昭和５２年７月に調査したものを主としている。
話者は次の方々である。今回のまとめは，野原三義と中本正智が担当した。
東和栄氏（５９歳）
東原常氏（８０歳）
奥間上生氏（７５歳）
白山白重氏（７６歳）
田畑マス氏（６１歳）
皆吉金蔵氏（７７歳）
山下富吉氏（７２歳）
昭和５７年７月
法政大学沖繩文化研究所
所長外間守善
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